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要
　
　
旨

本
誌
の
前
々
号
、
第
四
十
六
号
（
平
成
二
十
五
年
三
月
刊
）
に
「
神
護
寺

蔵
『
和
気
氏
三
幅
対
』
の
成
立
と
訓
釈
」
を
執
筆
し
た
。
こ
の
三
幅
対
と
は
、

江
戸
時
代
初
期
に
高
雄
山
神
護
寺
の
開
創
に
関
は
る
和
気
清
麻
呂
の
後
裔
の

半
井
瑞
雪
が
同
寺
の
復
興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
先
祖
清
麻
呂
の
功
績
を

振
返
り
、
そ
の
後
の
和
気
医
学
の
道
統
を
顕
彰
す
る
た
め
に
、
和
気
氏
の
三

名
を
選
び
、
そ
の
肖
像
画
に
三
名
の
禅
僧
（
黄
檗
宗
、
臨
済
宗
）
そ
れ
ぞ
れ

に
賛
の
詩
偈
を
つ
く
り
揮
毫
す
る
や
う
依
頼
し
、
三
幅
対
と
し
て
同
寺
に
寄

進
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
三
つ
の
偈
に
つ
い
て
、
本
文
を
解
読

し
、
訓
読
し
て
書
き
下
し
文
に
し
た
上
に
、
現
代
語
訳
を
し
て
、
語
釈
を
注

釈
的
に
施
し
、
併
せ
て
そ
の
偈
の
成
立
と
揮
毫
者
に
つ
い
て
考
証
し
、
史
的

に
位
置
づ
け
た
。

こ
の
や
う
な
訓
釈
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
発
表
し
た
後
に
判
断

の
誤
り
や
不
十
分
な
点
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
ま
た
新
た
な
史
実
を
知
っ

て
書
き
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
し
か
も
最
近
は
本
誌
の
論
文
が

本
学
の
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
保
存
し
、
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
ま

ま
放
置
す
る
と
、
誤
っ
た
説
が
定
着
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
の

四
件
に
つ
い
て
、
改
め
て
調
査
、
研
究
を
し
直
し
、
最
小
限
の
補
訂
を
す
る

こ
と
に
し
た
。
今
後
は
、
前
稿
の
う
ち
本
稿
に
該
当
す
る
以
外
の
部
分
と
本

稿
と
を
筆
者
の
論
述
と
す
る
。
な
ほ
、
将
来
と
し
て
は
、
い
づ
れ
成
書
と
し

て
ま
と
め
る
予
定
の
『
和
気
清
麻
呂
公
景
仰
史
』
の
附
篇
の
一
篇
と
し
て
、

こ
の
補
訂
稿
を
取
入
れ
て
本
文
を
整
へ
る
。
以
下
、
修
訂
す
る
概
要
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

（
一
）
前
稿
で
「
和
気
氏
三
幅
対
」
を
奉
納
し
た
半
井
瑞
雪
を
「
瑞
雪
（
宗

閑
）、
宗
閑
（
瑞
雪
）」
と
記
し
、
両
者
を
同
一
人
物
と
判
断
し
て
ゐ
た
。
し

か
し
、
半
井
本
家
の
系
図
に
よ
り
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
両

者
は
別
人
で
あ
っ
た
の
で
、
修
正
す
る
。

（
二
）
前
稿
で
賛
の
偈
を
つ
く
り
揮
毫
し
た
二
人
の
僧
侶
は
「
前
南
禅
」

を
名
乗
っ
て
ゐ
て
、
こ
れ
を
単
純
に
字
義
通
り
南
禅
寺
の
前
住
職
と
判
断
し

て
ゐ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
誤
り
で
、
正
し
く
は
京
都
五
山
の
臨
済
宗
で
僧

の
重
要
な
資
格
を
表
す
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
そ
の
説
明
を
し
て
修
正

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
三
幅
の
絵
に
対
す
る
賛
が
出
来
上
っ
た
時
期
も
考

証
し
直
し
て
改
め
た
。

（
三
）「
和
気
氏
三
幅
対
」
と
同
じ
こ
ろ
に
前
南
禅
の
僧
が
偈
を
揮
毫
し
た

「
和
気
清
麻
呂
公
像
」
の
依
頼
者
と
画
家
の
名
は
前
稿
で
記
し
た
が
、
ど
う

い
ふ
人
物
か
は
不
明
で
説
明
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
、
調
査
を
進

め
、
推
定
で
き
る
程
度
に
達
し
た
の
で
補
足
し
た
。

（
四
）
前
稿
を
執
筆
す
る
段
階
で
は
三
幅
対
を
描
い
た
画
家
に
つ
い
て
は
、

不
明
で
あ
り
、
触
れ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
徳
川
三

神
護
寺
蔵
「
和
気
氏
三
幅
対
」
の
成
立
と
訓
釈
（
補
訂
）

若
井　

勲
夫
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は
じ
め
に

本
誌
第
四
十
六
号
（
平
成
二
十
五
年
三
月
）
に
「
神
護
寺
蔵
『
和
気
氏
三
幅
対
』

の
成
立
と
訓
釈
」
を
執
筆
し
た
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
高
雄
山
神
護
寺
の

開
創
に
関
は
る
和
気
清
麻
呂
の
後
裔
に
当
る
、
半

な
か
ら

井ゐ

瑞
雪
が
同
寺
の
復
興
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
和
気
清
麻
呂
の
功
績
を
追
慕
し
、
和
気
医
道
の
道
統
を
顕
彰
す

べ
く
、
和
気
氏
の
三
名
の
肖
像
画
に
対
し
て
三
名
の
禅
僧
そ
れ
ぞ
れ
に
賛
の
偈
を

詠
ん
で
、
揮
毫
す
る
や
う
依
頼
し
、
そ
れ
を
一
括
し
て
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
の
三
幅
の
偈
に
つ
い
て
、
本
文
を
解
読
し
、
訓
読
し
た
上
に
、
現
代
語

訳
を
し
、
語
釈
を
注
釈
的
に
施
し
、
そ
の
偈
の
成
立
と
揮
毫
者
を
考
証
し
、
史
的

に
位
置
づ
け
た
。

こ
の
や
う
な
訓
釈
と
考
察
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
発
表
の
後
、
判
断

の
誤
り
や
不
十
分
な
点
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
ま
た
、
新
た
な
史
実
を
知
り
、

こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
以
下
の
四
件
に

つ
い
て
、
改
め
て
調
査
、
研
究
を
し
直
し
、
最
小
限
の
補
訂
を
加
へ
る
こ
と
に
し

た
。
今
後
は
、
い
づ
れ
成
書
と
し
て
ま
と
め
る
『
和
気
清
麻
呂
公
景け

い

仰ぎ
ょ
う

史し

』
の

附
篇
の
一
篇
と
し
て
、
本
稿
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
前
稿
の
該
当
す
る
箇
所
に
組

入
れ
、
修
正
、
増
補
し
て
本
文
を
定
め
る
予
定
で
あ
る
。
以
下
、
補
訂
す
る
概
要

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
前
稿
で
「
和
気
氏
三
幅
対
」（
以
下
、
和
気
氏
三
幅
対
、
ま
た
は
三
幅
対

と
書
く
）
を
奉
納
し
た
半
井
瑞
雪
を
「
瑞
雪
（
宗
閑
）、
宗
閑
（
瑞
雪
）」
と
記
し
、

両
者
を
同
一
人
物
と
判
断
し
て
ゐ
た
。
し
か
し
、
東
京
在
住
の
半
井
本
家
の
系
図

に
基
づ
き
、
こ
れ
は
誤
り
で
、
両
者
は
別
人
で
、
弟
と
兄
で
あ
っ
た
。

（
二
）前
稿
で
偈
を
つ
く
っ
て
揮
毫
し
た
臨
済
僧
の
二
人
は「
前
南
禅
」を
名
乗
っ

て
ゐ
て
、
こ
れ
を
単
純
に
南
禅
寺
の
前
住
職
と
判
断
し
て
ゐ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

は
誤
り
で
、
正
し
く
は
京
都
五
山
の
臨
済
宗
で
僧
の
重
要
な
地
位
を
表
す
も
の
で

あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
そ
の
説
明
を
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
修
正
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
に
応
じ
て
、
三
幅
対
の
成
立
時
期
も
考
証
し
直
し
、
改
稿
し
た
。
な
ほ
、
こ
こ

で
「
成
立
」
と
い
ふ
の
は
肖
像
画
が
描
か
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
既
に
出
来
上
っ

て
ゐ
た
絵
に
詩
偈
の
賛
が
そ
れ
ぞ
れ
に
揮
毫
さ
れ
、
三
幅
が
揃
っ
た
こ
と
を
指

す
。（

三
）
和
気
氏
三
幅
対
と
同
じ
こ
ろ
に
成
立
し
た
前
南
禅
の
僧
が
偈
を
揮
毫
し

た
「
和
気
清
麻
呂
公
像
」
の
依
頼
者
と
画
家
の
名
は
前
稿
で
記
し
た
が
、
ど
う
い

ふ
人
物
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
、
調
査
を
進
め
、
推
定
で
き
る
の

で
、
補
足
す
る
。

（
四
）
前
稿
で
は
三
幅
対
を
描
い
た
画
家
に
つ
い
て
は
不
明
で
、
何
ら
触
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
徳
川
三
代
将
軍
、
家
光
が
そ
の
三
幅
対
へ
の
揮
毫

が
出
来
上
る
、
十
、二
十
年
前
、
半
井
成な

り

忠た
だ

に
狩
野
三
兄
弟
の
描
く
「
三
幅
一
対
」

代
将
軍
、
家
光
が
そ
の
三
幅
の
賛
偈
が
完
成
し
た
十
、二
十
年
前
、
半
井
成

忠
に
狩
野
三
兄
弟
の
描
く
「
三
幅
一
対
」
を
下
賜
し
て
ゐ
る
こ
と
が
分
っ
た
。

こ
の
両
者
が
同
一
の
も
の
か
ど
う
か
、
さ
う
で
あ
る
な
ら
ば
三
幅
対
の
作
者

は
狩
野
三
兄
弟
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
や
う
に
断
定
す
る
史

料
に
乏
し
く
、
画
家
に
つ
い
て
は
や
は
り
不
明
で
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
と

し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
： 

神
護
寺
蔵
「
和
気
氏
三
幅
対
」、
和
気
清
麻
呂
、
半
井
瑞
雪
、

半
井
成
忠
、
狩
野
三
兄
弟
筆
三
幅
一
対
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を
下
賜
し
て
ゐ
る
こ
と
が
分
っ
た
。
こ
の
両
者
が
同
じ
も
の
か
ど
う
か
、
も
し
さ

う
で
あ
る
な
ら
ば
、
三
幅
対
の
作
者
は
狩
野
三
兄
弟
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
そ
れ
を
証
す
る
史
料
が
十
分
に
な
く
、
両
者
が
同
一
で
あ
る
と
い
ふ
結
論
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
問
題
の
所
在
の
み
を
提
示
し
て
お
く
。

一
、
奉
納
者
の
半
井
瑞
雪
は
半
井
宗
閑
と
別
人
物

和
気
氏
三
幅
対
を
神
護
寺
に
寄
進
、
奉
納
し
た
半
井
瑞
雪
が
別
名
、
宗
閑
で
あ

る
こ
と
を
こ
の
先
駆
的
な
研
究
者
で
あ
る
宗
田
一
と
杉す

ぎ

立た
つ

義よ
し
か
づ一
が
記
述
し
て
ゐ

た）
1
（

。
し
か
し
、
そ
の
説
明
は
何
ら
な
く
、
半
井
家
の
系
図
に
「
瑞
雪
（
宗
閑
）」

と
記
す
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
三
幅
対
の
内
容
に
関
し
て
後
者
と
論
議
を
続
け
て

ゐ
た
筆
者
は
こ
の
こ
と
を
自
明
の
ご
と
く
諒
解
し
、
疑
問
に
も
思
は
ず
、
従
っ
て

ゐ
た
。
し
か
し
、
前
稿
を
発
表
し
た
後
、
東
京
（
江
戸
）
半
井
家
に
伝
は
る
家
系

図
の
写
真
版
を
見
て
ゐ
て
、
宗
閑
と
瑞
雪
が
別
々
に
並
ん
で
ゐ
て
（
こ
の
こ
と
は

か
ね
て
気
づ
い
て
ゐ
た
が
）、
そ
の
行
間
の
細
字
に
よ
る
記
述
が
両
者
ど
ち
ら
の

側
の
説
明
に
も
と
れ
る
曖
昧
さ
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
二
十
五
年
五
月
、
半
井
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
大
徳
寺
の
塔
頭
、

真
珠
庵
で
家
系
を
確
認
す
る
た
め
同
寺
を
訪
れ
た
。
こ
こ
に
は
中
世
後
期
の

二
十
三
代
半
井
（
和
気
）
明あ

き
ち
か親
よ
り
近
世
中
期
の
三
十
一
代
半
井
成な
り

庸つ
ね

ま
で
の
墓

群
が
あ
る
。
住
職
の
山
田
宗
正
に
よ
る
と
、
位
牌
や
過
去
帳
に
は
法
名
の
み
が
記

さ
れ
て
ゐ
て
、
俗
名
そ
の
他
は
書
か
れ
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
現
在
、
同
家
の
文
書
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
手
に
よ
っ
て
整
理
、
編
纂

中
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
東
京
半
井
家
の
当
主
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
六
月
に
同
家
（
半
井
本
家
）
の
半
井
直
哉
に
家
系
図
に
つ
い
て
問
合
せ
、

そ
の
写
真
を
お
送
り
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
分
析
し
て
、
不
審
な
点
が
解

明
さ
れ
、
従
来
の
説
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。
以
下
、
そ
の
論
拠
を
説
明

す
る
。

（
１
）
東
京
半
井
家
に
伝
は
っ
て
き
た
家
系
図
を
も
と
に
し
て
近
年
、
新
し
く

書
き
改
め
て
調
へ
ら
れ
た
「
和
気
朝
臣
家
系
図
」（
縦
系
図
で
軸
物
）
に
よ
る
と
、

成な
り

信の
ぶ（
瑞
桂
）
の
三
男
宗
閑
と
四
男
瑞
直
に
つ
い
て
次
の
や
う
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

○
宗
閑　

慶
安
元
年
六
月
十
六
日
卒　

法
名
脉
翁
宗
源
霊
位

○
瑞
直　

号
琢
庵　

後
名
瑞
雪　

延
宝
四
年
七
月
二
日
卒　

法
名
唯
足
軒
月
叔
瑞

雪
居
士　

室　

法
名
覚
林
院
殿
瓊
室
宗
瑶
禅
定
尼　

寛
永
十
年
九
月
十
二
日
卒

宗
閑
は
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
に
没
し
て
ゐ
て
、
三
幅
対
の
成
立
時
期
（
承

応
二
年
〈
一
六
五
三
〉
〜
寛
文
四
年
〈
一
六
六
四
〉
ご
ろ
。
後
述
）
に
は
生
存
し

て
ゐ
な
い
。
法
名
は
簡
単
で
、
本
家
の
通
り
字
「
瑞
」
は
使
は
ず
、
真
珠
庵
の
半

井
家
墓
地
に
は
葬
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

一
方
、
瑞
直
は
後
に
生
存
中
に
名
を
改
め
（
後こ

う
め
い名
）、
法
名
は
「
月
叔
瑞
雪
」

と
上
下
の
「
月
」
と
「
雪
」
が
対
応
す
る
定
式
に
従
っ
て
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
真

珠
庵
蔵
『
和
気
家
世
々
墓
所
図）

2
（

』
で
は
瑞
雪
と
そ
の
室
の
墓
碑
に
「
唯
足
軒
月
叔

瑞
雪
居
士
」「
覚
林
院
殿
瓊
室
宗
瑶
大
姉　

月
叔
之
室
」
と
そ
れ
ぞ
れ
刻
ま
れ
て

ゐ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
、
瑞
雪
は
も
と
の
名
が
瑞
直
で
、
医
師
と
し
て
琢
庵
と
号

し
た
こ
と
、
宗
閑
は
兄
で
あ
り
、
同
一
人
物
で
は
な
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

（
２
）
右
の
家
系
図
の
も
と
に
な
っ
た
と
思
は
れ
る
「
半
井
家
系
図
」（
横
系
図
。

当
時
、
半
井
布
文
〈
現
当
主
の
先
代
〉
蔵
）
は
一
部
が
写
真
版
と
し
て
公
刊
さ
れ

て
ゐ
る）

3
（

。
こ
れ
に
よ
る
と
、
宗
閑
は
記
述
が
な
く
、
瑞
雪
は
「
遁
世
後
瑑マ
マ

（「
緣
」
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の
誤
り
か
）
改
瑞
雪　

惟マ
マ

足
軒
月
叔
」
と
あ
り
、（
１
）
の
記
述
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

た
だ
、
こ
の
書
き
方
を
よ
く
見
る
と
、
瑞
直
の
説
明
が
宗
閑
に
よ
り
近
づ
け
て
書

か
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
、
宗
閑
の
兄
の
瑞
澤
の
記
述
は
左
右
の
両
側
に
あ
っ
て
よ
く

分
る
が
、
瑞
直
の
弟
の
瑞
益
は
「
号
久
庵
」
が
瑞
直
寄
り
に
書
か
れ
て
、
紛
ら
は

し
い
。
こ
の
不
揃
ひ
の
記
し
方
か
ら
宗
田
、
杉
立
を
は
じ
め
筆
者
も「
遁
世
後
…
」

を
宗
閑
に
関
は
る
説
明
と
誤
認
し
た
の
で
あ
る
。
両
氏
と
も
参
考
文
献
に
こ
の
古

い
系
図
だ
け
を
挙
げ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
執
筆
の
時
点
で
前
述
の
「
和
気
朝

臣
家
系
図
」
は
新
調
さ
れ
て
を
ら
ず
、
見
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

（
３
）
堺
半
井
家
に
繋
る
津
田
家
が
あ
る
。
同
家
は
津
田
宗
久
の
娘
の
栄
薫
が

堺
半
井
家
の
云う

ん
や也
（
卜
養
）
に
嫁
ぎ）

4
（

、
そ
の
本
流
を
保
っ
た
。
そ
の
津
田
家
に
伝

は
る
「
和
気
半
井
家
系
図
」（
京
都
、
半
井
英
江）

5
（

蔵
）
に
次
の
や
う
に
記
す
。「
瑞

澤　

号
蛛ち

ゅ
う

庵あ
ん　

任
法
師
／
宗
閑
／
瑞
直　

号
琢
庵　

後
改
瑞
雪
惟マ
マ

足
軒
月
叔
瑞

雪
／
瑞
益　

号
久
庵
」。
右
の
（
１
）（
２
）
に
一
致
し
て
ゐ
る
。

（
４
）『
寛
永
諸
家
系
図
伝）

6
（

』
十
五
や
『
系
図
纂
要）

7
（

』
十
四
な
ど
公
刊
さ
れ
て
ゐ

る
系
図
集
で
は
、
宗
閑
は
無
記
入
、
瑞
雪
は
前
者
で
「
琢
庵
」、
後
者
で
「
瑞
直

遁
世
後
改
瑞
雪
」
と
記
す
。

以
上
の
調
査
に
よ
り
前
稿
の
「
瑞
雪
（
宗
閑
）、
宗
閑
（
瑞
雪
）」
は
誤
り
で
、

正
し
く
は
「
瑞
雪
（
瑞
直
、
琢
庵
）」
と
記
す
べ
き
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ
、

前
稿
の
記
述
（
四
一
三
頁
下
、
四
〇
七
頁
下
、
三
九
四
頁
系
図
）
の
宗
閑
を
削
除

す
る
だ
け
で
よ
く
、
瑞
雪
に
つ
い
て
の
記
述
そ
の
も
の
は
改
め
る
必
要
が
な
い
こ

と
を
付
言
す
る
。
な
ほ
、
正
し
い
系
図
を
本
稿
の
末
尾
に
示
す
。

二
、「
前
南
禅
」
の
意
味

三
幅
対
の
賛
偈
の
作
者
に
つ
い
て
、
和
気
真
人
（
清
麻
呂
）
像
は
隠
元
隆
琦
が

追
薦
し
た
句
を
弟
子
の
獨
知
（
慧え

林り
ん

性し
ょ
う

機き

）
が
書
き
、
和
気
時
成
像
は
前
南
禅

昕き
ん

叔し
ゅ
く

顕け
ん

晫た
く

、
和
気
基
成
像
は
前
南
禅
九く

巌ご
ん

中ち
ゅ
う

達た
つ

が
そ
れ
ぞ
れ
自
作
の
句
を
揮
毫

し
た
。
前
稿
で
、「
前
南
禅
」
を
文
字
通
り
南
禅
寺
の
前
住
職
と
単
純
に
解
釈
し
、

そ
れ
以
上
に
追
究
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
大
き
な
誤
り
で
、
正
し
く
は

臨
済
宗
に
お
け
る
僧
の
位
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
後
の
調
べ
で

分
っ
た
。
以
下
、
説
明
す
る
。

「
前
南
禅
」（
前
任
南
禅
、
準
南
禅
）
と
は
「
補
任
さ
れ
る
が
、
入
院
（
入
寺
の

こ
と
）
の
式
を
行
わ
な
い
他
山
の
僧
」
の
こ
と
で
、「
紫
衣
を
身
に
ま
と
い
名
誉

と
な
る）

8
（

」
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
南
禅
寺
の
歴
代
に
は
な
ら
な
い
が
南
禅
寺
の

前
住
位）

9
（

」
と
い
ふ
称
号
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
へ
て
、
前
稿
（
四
〇
二
頁
下
段
）

の
「
前
南
禅
昕
叔
老
衲
顕
晫
」
の
部
分
を
次
の
通
り
改
め
る
（
な
ほ
、
顕
晫
の
晫

に
つ
い
て
、「
啅
」
は
誤
植
で
あ
っ
た
）。

○
昕
叔
顕
晫
（
天
正
八
年
〈
一
五
八
〇
〉
―
万
治
元
年
〈
一
六
五
八
〉）
は
相

国
寺
の
子
院
、
慈
照
院
の
住
職
か
ら
同
寺
鹿
苑
院
に
遷
り
、
第
四
十
六
代
の
僧
禄

司
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
僧
禄
と
は
臨
済
宗
の
寺
院
を
取
締
り
、
僧
の
人
事
を
つ
か
さ

ど
る
役
職
で
あ
る
（
た
だ
し
、
鹿
苑
僧
録
は
こ
の
代
で
廃
絶
し
、
以
後
、
南
禅
寺

金
地
院
に
移
さ
れ
た
）。
そ
の
後
、
相
国
寺
第
九
十
四
世
の
住
持
を
務
め
て
ゐ
る
。

詩
偈
で
「
前
南
禅
」
と
い
ふ
肩
書
き
で
表
し
た
の
は
、
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）

に
不
住
の
「
前
任
南
禅
」
の
資
格
を
得
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
僧
位
は
他
山
の
住

持
よ
り
も
高
い
位
で
、
南
禅
寺
の
「
準
世
代
」
と
も
称
せ
ら
れ
、
最
高
位
の
深
紫
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衣
を
着
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
南
禅
寺
は
「
天
下
五
山
の
上
」
に
位
置
す
る

寺
格
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
顕
晫
が
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
揮
毫
し
た
書
の

落
款
は
「
禅
」
の
漢
字
の
扁
と
旁
の
間
に
「
南
」
の
漢
字
を
配
し
て
「
南
禅
」
を

意
味
す
る
印
と
、
昕
叔
の
印
の
二
つ
を
押
し
て
ゐ
る
。「
老
衲
」
の
衲
は
僧
侶
の

自
称
で
、
老
僧
を
謙
遜
し
て
言
っ
た
の
で
あ
る）

₁₀
（

。

次
に
、
九
巌
中
達
に
つ
い
て
、
ま
づ
前
稿
（
三
九
八
頁
上
段
の
左
七
〜
五
行
）

を
次
の
通
り
に
改
め
る
。

○
九
巌
中
達
は
建
仁
寺
の
第
三
百
代
住
持
を
務
め
た
が
、「
前
南
禅
」
を
名
乗
っ

た
理
由
と
詩
偈
を
作
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
次
項
で
述
べ
る
。

続
い
て
、
同
頁
の
下
段
、〈
成
立
〉
の
部
分
を
次
の
や
う
に
改
め
る
。

○
半
井
瑞
雪
が
「
賛
詞
」
を
頼
ん
だ
こ
と
は
分
る
が
、
そ
の
時
期
が
い
つ
か
に
つ

い
て
考
証
し
よ
う
。
九
巌
中
達
は
前
述
の
通
り
建
仁
寺
住
持
で
あ
っ
た
が
、
承
応

二
年
（
一
六
五
三
）
に
南
禅
寺
に
入
寺
し
た
形
を
取
り
「
準
世
代
」
の
称
号
を
与

へ
ら
れ
た）

₁₁
（

。
こ
れ
は
先
の
昕
叔
顕
晫
の
「
準
南
禅
（
前
南
禅
）」
と
同
じ
く
、
南

禅
寺
住
持
に
準
じ
る
扱
ひ
で
あ
る
。
中
達
は
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
に
没
し
て

ゐ
る
。
従
っ
て
、
詩
偈
を
書
い
た
の
は
承
応
二
年
か
ら
万
治
四
年
の
間
と
い
ふ
こ

と
に
な
る
。

以
上
の
考
証
に
基
づ
き
、
三
幅
対
の
成
立
時
期
を
次
の
や
う
に
訂
正
す
る
（
前

稿
の
三
九
八
頁
下
左
三
行
目
か
ら
三
九
七
頁
上
五
行
目
）。

○
こ
こ
で
、
改
め
て
成
立
時
期
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
基
成
像
が
承
応
二
年

（
一
六
五
三
）
か
ら
万
治
四
年(

一
六
六
一
）
の
間
、
そ
の
中
間
に
、
時
成
像
が
明

暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
出
来
上
っ
た
。
清
麻
呂
像
の
偈
は
万
治
二
年
か
ら
寛
文

二
年
（
一
六
六
二
）
の
間
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
揮
毫
が
寛
文
二
年
以
降
の

い
つ
ま
で
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
瑞
雪
が
没
し
た
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
ま

で
最
長
の
幅
を
と
る
と
、
二
像
が
既
に
で
き
て
ゐ
る
の
に
あ
ま
り
に
も
長
過
ぎ

る
。
そ
こ
で
、
一
、二
年
の
余
裕
を
見
て
、
寛
文
三
、四
年
ご
ろ
ま
で
に
書
き
上
げ

た
と
す
る
の
が
順
当
で
あ
ら
う
。
結
局
、
三
像
が
完
成
し
た
の
は
、
承
応
二
年

（
一
六
五
三
）
か
ら
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
ま
で
の
十
年
あ
ま
り
の
間
と
い
ふ

こ
と
に
な
ら
う
。
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
徳
川
家
光
か
ら
下
賜
さ
れ
た
「
三

幅
一
対
」
を
受
領
し
た
（
後
述
）
半
井
成
忠
（
瑞
堅
）
が
延
宝
六
年
に
没
し
て
を

り
、
年
代
と
し
て
合
っ
て
ゐ
る
。
な
ほ
、
英
中
玄
賢
の
偈
の
揮
毫
は
寛
文
十
年

（
一
六
七
〇
）
で
あ
り
、
神
護
寺
の
復
興
に
合
せ
て
景
仰
、
顕
彰
の
動
き
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
る
。

三
、「
和
気
清
麻
呂
公
像
」
の
依
頼
者
と
画
家

三
幅
対
の
「
和
気
真
人
像
」
が
和
気
清
麻
呂
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
補
強
の

資
料
と
し
て
、
英
中
玄
賢
が
寛
文
十
年
に「
和
気
清
麻
呂
公
像
」に
賛
の
偈
を
作
っ

た
こ
と
を
前
稿
（
四
〇
四
頁
）
に
取
上
げ
た
。
玄
賢
は
同
七
年
に
南
禅
寺
第

二
百
八
十
世
住
持
に
就
い
た
が
翌
年
に
辞
し
た
。
そ
し
て
、
同
十
年
に
肩
書
は

「
前
南
禅
」
を
名
乗
っ
て
ゐ
る
。
さ
て
、
そ
の
肖
像
画
に
は
「
遠
孫　

和
気
惟
貞

信
士
請
ふ
」
と
あ
り
、
画
師
は
「
狩
野
成な

り

信の
ぶ

画
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、

こ
の
二
人
が
ど
う
い
ふ
人
物
で
あ
る
か
前
稿
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。
そ

の
後
、
調
べ
た
結
果
、
断
言
は
で
き
な
い
が
、
推
定
で
き
る
に
至
り
、
こ
こ
に
説

明
す
る
。

和
気
惟
貞
は
詳
細
は
不
明
だ
が
、
次
の
や
う
に
推
定
で
き
る
。
惟
貞
よ
り
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百
三
十
年
ほ
ど
後
の
医
師
に
和
気
惟
享
（
惟
亨
と
も
）
が
ゐ
て
、
享
和
、
文
化
年

間
に
著
作
を
い
く
つ
か
刊
行
し
て
ゐ
る
。
近
世
で
は
既
に
和
気
氏
は
半
井
氏
を
名

乗
っ
て
ゐ
る
が
、
ほ
か
に
和
気
正
路
と
い
ふ
医
師
も
ゐ
る）

₁₂
（

。
惟
貞
は
惟
享
と
同
じ

通
り
字
を
使
っ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
同
族
か
も
し
れ
な
い
。「
遠
孫
」
と
し
て
清
麻

呂
の
肖
像
を
請
ふ
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

狩
野
成
信
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
狩
野
秀
信（
元
俊
）の
子
に
、
成
信（
本

名
は
伊
織
）
が
ゐ
る）

₁₃
（

。
秀
信
は
狩
野
了
琢
（
秀
政
）
の
子
で
、
寛
永
年
中
に
活
躍

し
、
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
に
没
し
た）

₁₄
（

。
了
琢
、
秀
信
と
も
に
西
本
願
寺
の

書
院
に
襖
絵
や
杉
戸
絵
を
描
い
て
ゐ
る）

₁₅
（

。
秀
信
の
年
代
か
ら
逆
算
す
る
と
、
成
信

は
玄
賢
が
揮
毫
し
た
肖
像
の
こ
ろ
は
三
、四
十
代
、
年
齢
的
に
は
合
っ
て
ゐ
る
。

成
信
は
中
年
に
画
を
止
め
た
が
、
晩
年
に
再
び
筆
を
と
り
、
江
戸
に
住
ん
だ
と
い

ふ）
₁₆
（

。
玄
賢
が
南
禅
寺
に
住
し
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
絵
師
も
京
都
在
住
の
者
で
あ
ら

う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
和
気
公
像
の
画
家
で
あ
る
狩
野
成
信
は
秀
信
の
子
で
あ

る
と
推
定
で
き
よ
う
。

四
、
画
家
の
問
題

和
気
氏
三
幅
対
の
肖
像
画
を
描
い
た
絵
師
が
誰
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
も
と

よ
り
署
名
、
落
款
が
な
く
、
今
ま
で
問
題
に
さ
れ
ず
、
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た）

₁₇
（

。

筆
者
も
そ
の
成
立
の
経
緯
、
和
気
真
人
像
主
の
解
明
、
ま
た
、
賛
偈
の
揮
毫
僧
の

考
証
と
そ
の
訓
釈
に
集
中
し
て
、
画
家
に
つ
い
て
は
美
術
史
の
こ
と
と
し
て
関
心

が
な
か
っ
た
。
た
だ
、
本
島
知
辰
が
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
三
月
二
十
六
日

よ
り
始
っ
た
神
護
寺
開
帳
を
参
観
し
、「
清
麻
呂
時
成
基
成
画
像　

但
、
土
佐
光

信
筆
」
と
記
し
て
ゐ
る）

₁₈
（

こ
と
は
前
稿
で
触
れ
た
。
し
か
し
、
土
佐
光
信
は
室
町
後

期
の
絵
師
で
あ
り
、
三
幅
対
の
成
立
時
期
は
土
佐
派
で
は
土
佐
光
起
で
あ
る
。
た

だ
し
、
光
信
、
光
起
の
作
品
に
和
気
氏
肖
像
は
見
当
ら
な
い
。
ま
た
、
光
信
の
名

で
、
狩
野
派
で
は
狩
野
光
信
が
ゐ
る
が
、
こ
れ
よ
り
五
十
年
早
い
時
期
で
あ
る
。

前
述
の
狩
野
成
信
が
肖
像
を
描
い
て
ゐ
る
の
で
、
三
幅
対
も
狩
野
派
の
絵
師
で
あ

ら
う
と
し
て
も
推
測
、
常
識
の
範
囲
を
出
ず
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
二
十
五
年
一
月
、
富
山
市
在
住
の
作
家
、
遠
藤
和
子
が
『
家

光
大
奥
・
中
の
丸
の
生
涯　

狩
野
探
幽
と
尽
く
し
た
徳
川
太
平
の
世）

₁₉
（

』
を
著
し
、

今
ま
で
埋
も
れ
て
ゐ
た
事
実
を
史
料
に
基
づ
き
な
が
ら
、
小
説
ふ
う
に
想
像
力
を

働
か
せ
て
、
徳
川
家
光
の
時
代
の
一
面
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
こ
と
が
医
師
の

半
井
家
に
関
は
り
、
本
稿
の
主
題
と
も
絡
ん
で
ゐ
た
。

半
井
家
に
関
係
す
る
も
う
一
つ
の
史
料
が
等
持
院
か
ら
鹿
苑
寺
（
金
閣
寺
）
住

持
、
相
国
寺
第
九
十
五
世
住
持
に
な
っ
た
鳳
林
承じ

ょ
う

章し
ょ
うが
書
き
留
め
た
日
記
『
隔か
く

蓂め
い

記き

』
で
あ
る）

₂₀
（

。
承
章
は
近
縁
に
連
な
る
後
水
尾
天
皇
の
帰
依
が
厚
く
、
風
流
心

に
富
み
、
半
井
家
を
含
む
多
く
の
文
化
人
と
交
流
し
た
。
同
書
は
寛
永
十
二
年

（
一
六
三
五
）
か
ら
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
に
没
す
る
ま
で
三
十
四
年
間
に
わ

た
る
客
観
的
、
具
体
的
で
詳
細
な
日
常
生
活
の
記
録
で
あ
る
。
本
稿
の
主
題
に
関

は
る
事
項
が
同
書
に
綴
ら
れ
て
ゐ
て
、
三
幅
対
の
画
家
を
探
る
一
つ
の
糸
口
と
な

る
。
以
下
、
史
料
に
よ
っ
て
問
題
の
所
在
を
述
べ
る
。

寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
十
月
、
半
井
成
忠
は
江
戸
半
井
家
の
始
り
で
あ
る

半
井
成な

り

近ち
か

の
家
を
継
ぎ）

₂₁
（

、
幕
府
の
奥
医
師
を
勤
め
た
が
、
翌
年
六
月
に
「
上
洛
の

暇
給
ひ）

₂₁
（

」、
勤
め
替
へ
し
て
京
都
に
帰
り
、
宮
中
の
典
薬
師
を
勤
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。
さ
う
し
て
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
閏
五
月
八
日
に
成
忠
は
江
戸
に
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赴
き
、
家
光
に
拝
謁
し
て
、「
仰
せ
に
よ
り
て
驢
庵
と
改
称）

₂₁
（

」
し
た
。
こ
の
賜
っ

た
号
は
前
述
し
た
半
井
姓
の
始
り
の
明
親
以
来
、
受
継
が
れ
て
き
た
呼
称
で
あ

る
。
家
光
は
そ
れ
に
加
へ
て
成
忠
に
狩
野
三
兄
弟
が
描
い
た「
三
幅
壱
対
」（
以
下
、

三
幅
一
対
と
記
す
）
と
「
大
樹
（
家
光
）
御
筆
之
鶺
鴒
之
絵
」
を
贈
っ
た）

₂₂
（

。
こ
れ

ら
の
絵
は
京
に
帰
っ
た
成
忠
の
家
で
承
章
が
「
拝
見
」
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
間
も

な
く
「
表
具
誂
」
に
出
さ
れ
、
翌
年
二
月
に
出
来
上
り
、
承
章
は
再
び
こ
れ
を
見

て
ゐ
る
。
た
だ
し
、
三
幅
一
対
の
画
題
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
ゐ
な
い
。
狩
野

三
兄
弟
と
は
探
幽（
守
信
）、
尚
信
、
安
信
の
こ
と
で
、
問
題
は
こ
の「
三
幅
一
対
」

が
主
題
の
神
護
寺
蔵
「
和
気
氏
三
幅
対
」
と
同
じ
も
の
か
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
で

あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
づ
、
三
幅
対
と
三
幅
一
対
が
時
期
的
に
合
ふ
こ
と
は

言
へ
る
。
即
ち
、
三
幅
対
の
成
立
は
前
述
の
通
り
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
か
ら

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の
間
で
、
奉
納
者
の
瑞
雪
は
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）

に
没
し
た
。
一
方
、
三
幅
一
対
は
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
拝
領
し
て
、
翌
三

年
に
表
装
が
で
き
て
ゐ
る
。
以
上
に
よ
り
、
成
忠
は
三
幅
一
対
を
受
領
し
て
、
十

年
ほ
ど
保
管
し
た
後
、
こ
れ
を
瑞
雪
に
托
し
、
瑞
雪
は
こ
れ
を
受
け
て
、
禅
僧
に

偈
を
書
か
せ
、
ま
づ
二
幅
が
で
き
、
次
に
一
幅
が
時
間
を
要
し
て
、
神
護
寺
に
寄

進
し
た
の
が
、
今
に
伝
は
る
三
幅
対
で
あ
る
と
推
定
す
る
こ
と
は
一
応
、
可
能
で

あ
ら
う
。
た
だ
、
時
期
と
し
て
整
合
し
て
ゐ
る
こ
と
だ
け
で
、
右
が
同
一
の
も
の

で
あ
る
と
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ほ
、
成
忠
の
直
系
の
東
京
半
井
家
に

は
三
幅
一
対
は
現
在
、
所
蔵
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

次
に
、
三
幅
一
対
に
関
す
る
史
料
が
右
に
挙
げ
た
以
外
に
見
当
ら
な
い
。『
徳

川
実
紀
索
引
人
名
篇）

₂₃
（

』に
よ
る
と
、
成
忠
と
三
幅
一
対
の
関
は
り
は
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
、『
徳
川
実
紀
事
項
索
引）

₂₄
（

』
に
よ
る
と
、
家
光
の
代
に
三
幅
（
対
）
が
記
録

に
残
る
の
は
三
件
あ
り
、
そ
の
内
容
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
成
忠

に
関
し
て
は
下
賜
の
事
実
さ
へ
記
録
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
ま
た
、
承
章
の
『
隔
蓂
記

総
索
引
』
を
調
べ
て
も
、
成
忠
、
狩
野
三
兄
弟
や
三
幅
対
は
多
く
出
て
来
る
が
、

和
気
氏
を
画
題
に
し
た
も
の
は
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
狩
野
派

に
関
す
る
文
献
や
三
兄
弟
筆
の
三
幅
対
の
絵）

₂₅
（

を
調
べ
て
も
和
気
氏
に
関
は
る
も
の

は
記
録
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

な
ほ
、
美
学
的
な
観
点
か
ら
疑
問
点
を
二
つ
挙
げ
る
と
、
ま
づ
中
心
の
清
麻
呂

像
が
正
面
を
向
い
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
前
稿
で
述

べ
た
や
う
に
さ
う
い
ふ
場
合
も
あ
り
得
る
。
次
に
、
三
幅
対
が
表
装
で
は
天
地
を

揃
へ
て
ゐ
る
が
、
清
麻
呂
像
だ
け
本
紙
が
少
し
長
い
と
い
ふ
問
題
が
あ
る）

₂₆
（

。
さ
ら

に
言
へ
ば
、
も
し
狩
野
三
兄
弟
筆
と
す
る
な
ら
ば
、
狩
野
派
の
絵
画
で
、
署
名
や

落
款
を
欠
く
絵
画
が
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
鑑
定
に
出
す

必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
美
学
美
術
史
的
な
領
域
に
ま
で
広
げ
る

と
本
稿
の
主
題
の
範
囲
を
越
え
る
。
土
佐
光
信
・
光
起
の
調
査
、
土
佐
派
と
半
井

氏
と
の
関
は
り
、
ま
た
、
三
幅
対
が
三
幅
一
対
と
同
じ
も
の
か
ど
う
か
を
含
め

て
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
お
く
。

〈
注
〉（

１
）
宗
田
一
「
大
徳
寺
・
真
珠
庵
蔵
の
半
井
家
画
像
の
補
訂
」『
啓
迪
』
一
、
京
都
医

学
史
研
究
会
、
昭
和
五
十
八
年
五
月
。
杉
立
義
一
『
京
の
医
史
跡
探
訪
』
初
版
、

思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
十
九
年
。
増
補
版
、
同
、
平
成
三
年
。「
和
気
・
半
井
家
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（
本
流
分
流
関
連
）
略
系
図
」『
啓
迪
』
八
、
同
、
平
成
二
年
四
月
。

（
２
）『
京
都
の
医
学
史
』
京
都
府
医
師
会
編
（
杉
立
義
一
ほ
か
執
筆
）、
思
文
閣
出
版
、

昭
和
五
十
五
年
。

（
３
）『
探
訪　

堺
―
そ
の
文
化
と
半
井
家
』
展
覧
会
図
録
、
大
阪
市
立
博
物
館
、
昭
和

五
十
五
年
。

（
４
）（
１
）
の
杉
立
義
一
「
和
気
・
半
井
家
（
本
流
分
流
関
連
）
略
系
図
」。
こ
の
云
也

の
子
が
幕
府
御
番
医
師
の
傍
ら
、
狂
歌
に
秀
で
た
半
井
卜
養
（
宗
松
）
で
、
東
京

半
井
卜
養
家
を
お
こ
し
た
。

（
５
）
こ
の
津
田
家
が
途
絶
え
る
こ
と
に
な
り
、
同
家
か
ら
半
井
英
江
に
譲
ら
れ
た
。
こ

の
半
井
家
は
「
薬
商
」
で
「
弟
子
な
ど
の
半
井
姓
を
許
容
さ
れ
其
の
名
目
を
継
ぎ

た
る
の
み
」
で
あ
る
（『
和
気
清
麻
呂
公
末
裔
調
書
』。
護
王
神
社
初
代
宮
司
、
半

井
真
澄
の
今
治
半
井
家
が
中
心
に
編
集
、
大
日
本
護
王
会
刊
、
昭
和
七
年
）。

（
６
）
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
六
年
。

（
７
）
飯
田
忠
彦
編
、
名
著
出
版
、
昭
和
四
十
九
年
。

（
８
）
桜
井
景
雄
『
南
禅
寺
史
』
下
、
法
蔵
館
、
昭
和
五
十
二
年

（
９
）
玉
村
竹
二
『
臨
済
宗
史
』
春
秋
社
、
平
成
三
年
。

（
10
）
相
国
寺
に
関
す
る
経
歴
は
次
の
書
に
よ
る
。
小
畠
文
鼎
撰
『
萬
年
山
聯
芳
録
』
相

国
寺
刊
、
昭
和
七
年
、
筆
耕
。
後
に
活
字
化
さ
れ
て
『
相
国
寺
史
料
別
巻
』
思
文

閣
出
版
、
平
成
九
年
。

（
11
）（
８
）
に
同
じ
。

（
12
）
富
士
川
游
『
日
本
医
学
史
』
形
成
社
発
行
、
医
事
通
信
社
発
売
、
昭
和
四
十
七
年
。

（
13
）
荒
木
矩
編
『
大
日
本
書
画
名
家
大
鑑
』
伝
記
上
編
、
第
一
書
房
、
昭
和
五
十
年
。

（
14
）『
扶
桑
画
人
伝
』
二
、
古
筆
了
仲
、
明
治
十
六
年
自
序
。『
大
日
本
人
名
辞
書
』
一
、

講
談
社
学
術
文
庫
、
昭
和
五
十
五
年
。

（
15
）
竹
村
俊
則
『
昭
和
京
都
名
所
図
会
』
五
、
駸
々
堂
出
版
、
昭
和
五
十
九
年
。
な
ほ
、

西
本
願
寺
書
院
の
障
壁
画
は
狩
野
光
信
の
門
人
で
あ
る
渡
辺
了
慶
と
そ
の
集
団
に

よ
っ
て
描
か
れ
た
と
伝
へ
ら
れ
る
（『
本
願
寺
史
』
二
、
同
史
料
研
究
所
編
、
本

願
寺
宗
務
所
刊
、
昭
和
四
十
三
年
。
岡
村
喜
史
『
西
本
願
寺
へ
の
誘い

ざ
ない
』、
本
願

寺
出
版
社
、
平
成
二
十
四
年
）。
こ
の
作
業
に
狩
野
了
琢
、
秀
信
の
親
子
が
参
加

し
て
ゐ
た
と
思
は
れ
る
。

（
16
）（
13
）
に
同
じ
。

（
17
）
前
稿
に
取
上
げ
た
東
京
半
井
家
に
伝
は
る
文
書
「
瑞
雪
高
雄
山
神
護
寺
へ
寄
付　

束
帯
肖
像　

参
幅
」
に
は
画
家
の
名
は
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
ま
た
、
神
護
寺
で
も

所
蔵
の
文
書
や
箱
書
と
も
に
画
家
名
は
な
い
（
同
寺
先
々
代
住
職
、
谷
内
乾
岳
の

筆
者
宛
書
簡
、
平
成
三
年
二
月
二
十
一
日
付
）。
さ
ら
に
、
前
稿
に
挙
げ
た
恩
賜

京
都
博
物
館
の
「
神
護
寺
名
宝
展
観
目
録
」（
昭
和
十
年
。
京
都
大
学
附
属
図
書

館
蔵
）
に
肖
像
画
の
説
明
は
あ
る
が
、
画
家
に
つ
い
て
は
触
れ
て
ゐ
な
い
。

（
18
）『
月
堂
見
聞
集
』
二
十
八
（
京
都
大
学
文
学
部
図
書
館
蔵
。
押
小
路
家
旧
蔵
本
、

写
本
）。
こ
れ
を
受
け
て
、
峨
山
青
護
（
林
峨
山
）『
高
雄
槇
尾
栂
尾
巡
参
案
内
記
』

嘉
永
七
年（
一
八
五
四
）、
矢
野
玄
道『
護
王
神
御
伝
記（
和
気
清
麻
呂
卿
御
伝
記
）』

明
治
八
年
、
に
も
記
す
（
前
稿
に
既
述
）。

（
19
）
小
石
川
ユ
ニ
ッ
ト
発
行
、
展
望
社
発
売
、
平
成
二
十
五
年
。
な
ほ
、
遠
藤
（
旧
姓

半
井
）
は
越
前
半
井
家
に
繋
り
、
前
田
利
家
に
仕
へ
た
と
い
ふ
半
井
新
九
郎
の
後

裔
で
あ
る
（
高
瀬
重
雄
「
一
乗
谷
朝
倉
館や
か
た
の
曲
水
の
宴
―
北
越
の
半
井
氏
の
こ

と
ど
も
」（『
富
山
史
壇
』
九
四
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
）、『
日
本
文
化
の
史
的
研

究
』
桂
書
房
、
平
成
四
年
）。

（
20
）赤
松
俊
秀
編
、
鹿
苑
寺
刊
、
昭
和
三
十
三
―
四
十
二
年
。
復
刻
版
、
思
文
閣
出
版
、

平
成
九
年
。
総
索
引
、
同
十
八
年
。

（
21
）『
徳
川
実
紀
』三（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』四
十
）、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
十
九
年
。

（
22
）（
20
）
に
次
の
や
う
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
。「（
正
保
二
年
）
十
月
十
一
日
…
帰
山
の

次
、
赴
半
井
驢
庵
（
成
忠
）、
自
江
戸
、
上
洛
之
故
也
。
打
談
、
狩
野
兄
弟
三
人

之
三
幅
壱
対
、
見
之
、
大
樹
（
家
光
）
御
筆
之
脊
令
（
鶺
鴒
）
之
絵
拝
見
仕
也
」。

た
だ
し
、（
21
）
で
は
右
の
こ
と
に
つ
い
て
何
も
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

（
23
）
徳
川
実
紀
研
究
会
編
、
吉
川
弘
文
館
刊
、
昭
和
四
十
八
年
。

（
24
）
吉
川
弘
文
館
編
集
部
編
、
同
社
刊
、
平
成
十
五
年
。

（
25
）『
狩
野
３
兄
弟
―
狩
野
探
幽
・
尚
信
・
安
信
―
展
図
録
』
板
橋
区
立
美
術
館
・
群

馬
県
立
美
術
館
刊
、
平
成
二
十
六
年
。

（
26
）（
17
）
の
谷
内
乾
岳
の
、
別
の
筆
者
宛
書
簡
、
平
成
三
年
五
月
二
十
五
日
付
。
そ

れ
で
も
同
氏
は
最
初
か
ら
三
幅
対
と
し
て
描
か
れ
た
で
あ
ら
う
と
す
る
。
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若井　勲夫 （ 9 ）
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神護寺蔵「和気氏三幅対」の成立と訓釈（補訂）（ 10 ）
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Formation and Annotation of the Triad of
The Wake Clan in the Collection of Jingoji Temple

—A Revised and Enlarged Edition—

Isao WAKAI

Contents

Introduction
1. Nakarai Soukan（半井宗閑） is diff erent people to Nakarai Zuisetsu（半井瑞雪），benefactor.
2. The meaning of “Zennanzen”（前南禅）
3. The requester and painter of Wake-no-Kiyomaroʼs portrait
4. A subject of painter

Keywords:   the triad of the Wake clan in the collection of Jingoji Temple（神護寺），Wake-
no-Kiyomaro（和気清麻呂），Nakarai Zuisetsu, Nakarai Naritada（半井成忠），
the triad drawn by the three brothers Kano（狩野）
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